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経営 と経済 第83巻 第 2号 2003年 9月 31
M.ヴェ-バーの ｢プロテスタンティズム
の倫理と資本主義の精神｣(十二⊃






















































































































































ツ教書 (Bookofsports)』に対する (清教主義信徒の 一 笠原)闘争におい
てであろう｡この教書は,清教主義を弾圧するというあからさまな目的をも
って法律化された｡そして,清教主義に対しては,この法律によって,これ






























































































分的ではあるが,カトリックの 『盲従的信仰 (fidesimplicita)』への (-か



















































































































































































































































































｢倫理的に許される (財産の 一 笠原)使用目的の範囲は,『慰め (com-
fort)』という概念によって特徴づけられる限りであるとされることとなっ



































































50 経 営 と 経 済
ヴェ-バーは,続けていう｡
｢ところが,この場合,禁欲は,『常に善を欲しながらも常に悪』 - こ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































106 経 営 と 経 済
ることのできる対象が減少する｡この場合,生産者における価値あるものの
生産の減少は,収奪者による収奪によってもたらされうる｡そして,このこ
とによって生産者が疲弊し価値あるものの生産が著しく減少するとき,収奪
者は収奪の対象を減じ,自らも疲弊せざるをえないのである｡
このような収奪による利潤追求という思惟ないし収奪的営利原則を,われ
われは,ヴェ-バーのいう ｢前資本主義の精神｣のうちに見出すことができ
るであろう.そして,生産的営利原則にしたがう生産者と収奪的営利原則に
したがう収奪者との間の上記の寄生関係は,収奪的営利原則としての前資本
主義の精神が生産的営利原則としての資本主義の精神の発展によって死滅し
てしまうのではなく,たとえこの発展の著しい蘇著さと栄光とによって陰に
隠されても,生き残りうることを示唆するのである｡
さて,生産的営利原則は,歴史的に変容していく｡それは,とりわけフォー
ドによる大量生産体制の確立と普及そして大量販売の展開によって,市場が
飽和化し,その後,商品が次第に曹惨的なものへと変っていくにつれて,投
機許容的となり,この点で前資本主義の精神にも似た性質を帯びてくる｡そ
して,また,これとともに,それまで潜在していた前資本主義の精神,収奪
的営利原則が顕在化し,しかも隆盛を極めてくる｡われわれは,近年の経済
情況を,このような観点から解明することもできるであろう｡この観点は,
わたくLが,ここ20年ほど,｢経営学原理｣の講義において展開してきたも
のである｡それが一つの ｢理想型｣的理解であることはいうまでもない｡だ
が,このことについては,わたくLは,別のところで,稿を新たにして述べ
なければならない｡
